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東
教
育
財
団
の
令
和
四
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
は
、
三
月
九
日
開
催

の
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、
同
日
引
き

続
き
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

    

   

  

    

一 

助
成
事
業 

四
年
度
に
は
、
保
有
す
る
国
債
（
額
面

三
億
円
）
が
一
二
月
に
満
期
償
還
を
迎
え

ま
す
が
、
償
還
資
金
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
現
下
の
低
金
利
状
況
か
ら
の
脱
却
が

見
通
せ
な
い
現
状
で
は
、
こ
の
償
還
を
迎

え
る
国
債
の
利
回
り
（
年
利
一
・
四
〇
％
）

を
引
き
続
き
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
基
本
財
産
の
運
用
収
益
の
減
が
見

込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
運
用

収
益
の
減
に
応
じ
助
成
額
を
減
額
す
れ

ba  

  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

ば
、
財
団
の
目
的
・
事
業
の
達
成
が
不
十

分
と
な
り
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
の
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
「
資
産
運
用
及
び
助
成

事
業
検
討
委
員
会
」
（
令
和
元
年
九
月
四

日
開
催
）
の
取
り
ま
と
め
に
基
づ
き
二
年

度
以
降
の
助
成
基
準
及
び
助
成
額
は
元
年

度
と
同
様
と
し
て
い
ま
す
。 

   

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展 

に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独
自
性

や
特
性
を
持
つ
事
業 

  

  

 

    

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
業 

 ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
や
生
涯
学
習
団
体 

③  

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う 

団
体 

 ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

幼
稚
園 

一
園
に
つ
き
二
〇
万
円
限
度 

小
学
校 

一
校
に
つ
き
三
〇
万
円
限
度 

中
学
校 

一
校
に
つ
き
四
〇
万
円
限
度 

  

四
年
度
に
校
園
周
年
記
念
特
別
事
業

を
実
施
す
る
幼
稚
園
・
学
校
及
び
外
国
語

対
応
教
育
環
境
充
実
事
業
を
実
施
す
る

幼
稚
園
・
学
校
に
は
、
加
算
し
て
助
成
す

る
。 

 

角 
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令
和
四
年
度
事
業
計
画 

及
び
収
支
予
算
の
概
要 

（理事会会議風景） 

 

助
成
対
象
事
業 

 

コ
ロ
ナ
禍
は
、
未
だ
収
束
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
新
規
感
染
者
数
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
急
増
し
、
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
一

月
二
七
日
か
ら
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
、
二
回
に
わ
た
っ
て

延
長
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
三
月
九
日
開
催
予
定
の
令
和
四

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
審
議
す
る
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
二
月
中
旬
以
降
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
所
要
の
感
染
防
止
措
置
を
講
じ
た
う
え
で
開
催
し
ま
し
た
。
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
は
、
三
月
二
一
日
で
も
っ
て
解
除
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
早
期
収
束
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

助
成
対
象
団
体 

 

助 

成 

基 

準 

令
和
四
年
度
事
業
計
画 



 

② 

社
会
教
育
事
業
助
成 

   
一
団
体
一
事
業 

一
〇
団
体
ま
で 

一
事
業
二
五
～
四
〇
万
円
の
範
囲
内 

③ 
生
涯
学
習
事
業
助
成 

一
団
体
一
事
業 

八
団
体
ま
で 

一
事
業
一
〇
万
円
限
度 

④ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

一
団
体
一
事
業 

二
〇
事
業
程
度 

一
事
業
一
五
万
円
限
度 

⑤ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

一
地
域
四
〇
万
円
限
度 

                           

 

 

①  

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積

立
金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

令
和
元
年
度
の
各
幼
稚
園
・
学
校
へ

の
実
施
時
期
調
査
に
基
づ
き
修
正
し
た

計
画
に
よ
り
四
年
度
に
校
園
周
年
記
念

特
別
事
業
を
実
施
す
る
四
校
分 

一
、
四

〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
す
。 

② 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成

積
立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

 
 

令
和
三
年
度
の
各
幼
稚
園
・
学
校
へ

の
調
査
等
に
基
づ
き
修
正
し
た
計
画
に

よ
り
四
年
度
助
成
に
加
算
す
る
分
四
五

五
、
〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
す
。 

③ 

基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立

資
金
（
令
和
二
年
度
設
定
） 

令
和
四
年
度
に
見
込
ま
れ
る
剰
余
金

一
、
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
積
み
立
て

ま
す
。 

三  

広

報

啓

発

事

業 

① 

「
東
教
育
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
年
四
回
発
行
し

ま
す
。 

 
 

 

 

 
 

 

    

 

  

                   

     

             
 

        
 

 

 

②
「
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の
情
報 

開
示 

 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
財

団
の
事
業
及
び
財
務
に
つ
い
て
情
報
開

示
を
行
い
ま
す
。 

 

収
入
（
経
常
収
益
）
は
、
基
本
財
産

運
用
益
の
減
に
よ
り
前
年
度
比
六
七

五
、
〇
〇
〇
円
の
減
の
三
二
、
二
二
〇
、

〇
〇
〇
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

費
用
（
経
常
費
用
）
に
つ
い
て
は
、

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
を
実
施
す
る

学
校
の
増
等
に
よ
り
学
校
教
育
助
成
金

が
増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
一
、
〇
二
二
、
〇
〇
〇
円
の
増
の

三
二
、
二
一
五
、
〇
〇
〇
円
を
計
上
し

ま
し
た
。 

〇 

収  

入
（
経
常
収
益
）
計 

三
二
、
二
二
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比    

六
七
五
、
〇
〇
〇
円
の
減
） 

〇 

費 
用
（
経
常
費
用
）
計 

三
二
、
二
一
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比
一
、
〇
二
二
、
〇
〇
〇
円
の
増
） 

 

 

   
 

 
(

内 

訳) 

【
事
業
費
計
】 

二
五
、
〇
六
三
、
〇
〇
〇
円 

【
管
理
費
計
】 七

、
一
五
二
、
〇
〇
〇
円 

〇  

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

 

五
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

※ 

収
支
相
償
に
つ
い
て 

収
支
相
償
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、

特
定
費
用
準
備
資
金
取
崩
額
は
「
収

入
」、
同
資
金
へ
の
積
立
額
は
「
費
用
」

と
さ
れ
る
の
で
、
当
期
経
常
増
減
額
五
、

〇
〇
〇
円
に
校
園
周
年
記
念
特
別
事
業

助
成
積
立
金
取
崩
額
一
、
四
〇
〇
、
〇

〇
〇
円
及
び
外
国
語
対
応
教
育
環
境
充

実
助
成
積
立
金
取
崩
額
四
五
五
、
〇
〇

〇
円
を
加
え
、
基
本
財
産
運
用
益
減
収

対
策
積
立
資
金
積
立
額
一
、
九
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
を
差
し
引
く
と
、
予
算
上
の

収
支
相
償
額
は
△
四
〇
、
〇
〇
〇
円
と

な
り
、
収
支
相
償
の
基
準
に
適
合
し
て

い
ま
す
。 

                       

 

 

令
和
四
年
度
収
支
予
算 

積
立
金
事
業 

（評議員会会議風景） 

（２） 

二 

特
定
費
用
準
備
資
金 



 

  
 

（３）  
 
 

     

時
代
ご
と
に
相
貌
を
変
え
、
絶
え
ず
変

化
し
発
展
し
て
き
た
都
市
で
あ
る
大
阪

（
難
波→

大
坂→

大
阪
）
に
は
、
大
阪
の
歴

史
に
深
く
関
わ
る
由
緒
あ
る
神
社
が
多
く

あ
り
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
れ
ば
大
阪
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
紙
幅
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
中
央
区
に
所
在
す
る
神
社

の
う
ち
八
社
に
限
っ
て
訪
ね
た
。 

 

摂
津
国
の
一
の
宮
（
各
国
｟
律
令
制
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
方
行
政
区
分
｠

の
由
緒
あ
る
神
社
で
、
そ
の
国
の
第
一
位

の
も
の
）
は
、
住
吉
大
社
と
坐
摩
神
社
で

あ
る
の
で
、
先
ず
、
坐
摩
神
社
を
訪
れ
た
。 

坐
摩
（
い
か
す
り
）
神
社 

 

坐
摩
神
社
は
、
神
功
皇
后
が
新
羅
か
ら

帰
還
の
折
、
淀
川
（
現
・
大
川
）
南
岸
の

大
江
の
岸
、
後
の
渡
辺
の
地
（
現
在
の
天

満
橋
の
西
方
、
石
町
（
こ
く
ま
ち
）
付
近
）

に
奉
祀
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。 

 

今
も
こ
の
地
に
残
る
行
宮
（
御
旅
所
）

に
は
、
神
功
皇
后
が
腰
掛
け
た
と
い
う
巨

石
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
石
町
」

と
い
う
地
名
の
由
来
で
あ
る
。 

坐
摩
は
「
ざ
ま
」
と
読
み
が
ち
だ
が
、 

         

  

  

正
し
く
は
「
い
か
す
り
」
で
あ
る
。
神
社

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
｟
御
由
緒
略
記
｠
に

は
「
土
地
又
は
居
住
地
を
守
り
給
う
意
味

の
居
所
知
（
い
か
し
り
）
が
転
じ
た
名
称
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
創
祀
地
（
＝
上

町
台
地
の
突
端
部
）
か
ら
み
て
、
坐
摩
神

社
は
上
町
台
地
の
そ
の
も
の
の
土
地
神

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
、
豊
臣
秀
吉

の
大
坂
城
築
城
に
あ
た
り
替
地
を
命
ぜ

ら
れ
、
寛
永
年
間
に
現
在
の
東
本
願
寺
難

波
別
院
（
南
御
堂
）
の
西
側
に
移
っ
た
が
、

そ
の
頃
は
船
場
が
大
坂
の
中
心
地
と
し

て
賑
わ
い
始
め
た
時
期
で
、
門
前
に
は

店
々
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
特
に
古
着
屋

が
多
く
、「
坐
摩
の
古
手
屋
」
と
し
て
名

高
く
、
船
場
が
繊
維
の
町
と
し
て
大
き
く

発
展
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
境
内
に

は
繊
維
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

     

豊
臣
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
に
伴
い
移

転
し
た
神
社
は
他
に
も
あ
る
。
高
津
宮
・ 

     

  

生
國
魂
神
社
・
難
波
神
社
で
あ
る
。 

高
津
宮
（
こ
う
づ
ぐ
う
） 

 

高
津
宮
は
、
貞
観
八
（
八
六
六
）
年
、

清
和
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、
仁
徳
天
皇
が

築
い
た
難
波
高
津
宮
（
た
か
つ
の
み
や
）

の
遺
跡
を
探
し
、
現
在
の
大
阪
城
付
近

（
難
波
宮
）
と
定
め
て
社
殿
を
築
き
、
仁

徳
天
皇
を
主
神
と
し
て
祀
っ
た
の
を
創

祀
と
す
る
。 

 

日
本
書
記
に
は
、「
仁
徳
天
皇
四
年
、
高

き
屋
に
昇
っ
て
見
渡
す
と
、
ど
の
家
に
も

烟
が
の
ぼ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
以
後

三
年
間
課
税
と
労
役
の
す
べ
て
を
取
り

止
め
た
。
三
年
後
の
即
位
七
年
、
再
び
高

き
屋
か
ら
眺
め
る
と
、
ど
の
家
か
ら
も
烟

が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。
即
位
十
年
、
よ

う
や
く
課
税
を
命
じ
、
官
室
を
造
る
」
と

仁
徳
天
皇
の
事
績
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

大
阪
市
歌
（
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
制

定
）
の
一
番
の
歌
詞
に
は
「
た
か
つ
の
宮

の
昔
よ
り 

よ
よ
の
栄
を
重
ね
き
て
、
民

の
か
ま
ど
に
立
つ
煙 

に
ぎ
わ
い
ま
さ

る
大
阪
市
」
と
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
。 

 

仁
徳
天
皇
が
築
い
た
と
さ
れ
る
高
津

宮
（
た
か
つ
の
み
や
）
の
所
在
地
に
つ
い

て
は
諸
説
が
あ
る
が
、「
法
円
坂
遺
跡
」

が
発
掘
さ
れ
て
か
ら
は
、
高
津
宮
も
法
円

坂
付
近
に
あ
っ
た
と
す
る
説
が
最
も
有

力
と
な
っ
た
。 

天
正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
、
秀
吉
の 

                   

 

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

大
坂
城
築
城
に
際
し
、
現
在
地
（
中
央
区

高
津
一
丁
目
）
に
遷
座
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
が
、
昭
和
二
八
年
に
建
設
さ
れ
、

平
成
十
一
年
に
修
復
さ
れ
た
「
絵
馬
堂
」

に
は
、
先
述
の
事
績
を
絵
馬
に
し
た
も
の

が
飾
ら
れ
て
い
る
。 

      

生
國
魂
（
い
く
く
に
た
ま
）
神
社 

 

生
國
魂
神
社
は
、
神
武
東
征
の
際
、
難

波
津
に
上
陸
し
た
神
武
天
皇
が
現
在
の

大
阪
城
付
近
に
生
島
大
神
・
足
島
大
神
を

祀
っ
た
の
が
創
祀
で
、
後
に
、
相
殿
神
と

し
て
大
物
主
大
神
が
祀
ら
れ
た
。 

 

し
か
し
、
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
築
城
に

際
し
て
天
王
寺
区
生
玉
町
の
現
在
地
に

移
築
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
阪
城
大

手
門
に
向
か
っ
て
右
側
、
南
外
堀
西
端
に 

は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
新
築
さ
れ 

た
「
生
國
魂
神
社
お
旅
所
」
跡
が
残
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
大
阪
城
「
大
手
門
」
は

か
つ
て
大
坂
城
「
生
玉
門
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。 

 
 
 
 
 

 

（
次
頁
に
続
く
）  

 
ー 
神 

社 

め 

ぐ 

り 

ー 

（高津宮絵馬堂） 

大
阪
の
街
を
行
く 



                             

  （４） 

 

        

 

生
國
魂
神
社
の
夏
祭
り
は
、か
つ
て「
陸

の
生
國
魂
、
川
の
天
神
」
と
い
わ
れ
た
よ

う
に
、
大
阪
天
満
宮
の
天
神
祭
り
と
並
び

称
さ
れ
た
。
戦
前
は
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ

た
と
伝
わ
る
「
枕
太
鼓
」
を
先
頭
に
獅
子

舞
な
ど
が
練
り
歩
く
渡
御
行
列
に
二
千

人
も
の
人
が
参
列
し
た
と
い
う
。
平
成
二

六
年
七
月
十
二
日
、
大
阪
城
ま
で
の
約
三

キ
ロ
を
巡
行
す
る
渡
御
行
列
が
復
活
し
、

秀
吉
ゆ
か
り
の
枕
太
鼓
を
先
頭
に
、
新
調

さ
れ
た
御
鳳
輦
（
ご
ほ
う
れ
ん
）
を
担
い

だ
氏
子
ら
約
五
百
人
が
練
り
歩
い
た
。 

難
波
神
社 

難
波
神
社
は
、
反
正
天
皇
が
現
在
の
松

原
市
に
遷
都
を
行
っ
た
際
、
同
地
に
父
仁

徳
天
皇
を
偲
ん
で
創
建
さ
れ
、
天
慶
六

（
九
四
三
）
年
に
摂
津
平
野
郷
（
現
天
王 

寺
区
）
に
遷
座
し
、
さ
ら
に
秀
吉
の
大
坂

城
築
城
に
際
し
、
現
在
地
（
中
央
区
博
労

町
）
に
遷
座
し
た
。
当
時
こ
の
地
は
上
難 

 

  

 

   

 波
村
と
い
わ
れ
、
当
初
は
「
上
難
波
神
社
」

又
は
「
仁
徳
天
皇
社
」
と
称
し
て
い
た
が
、

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
「
難
波
神
社
」

に
改
め
ら
れ
た
。 

 

是
非
、
訪
ね
た
い
神
社
が
あ
る
。「
お

伊
勢
参
り
」
に
縁
が
深
く
、
豊
臣
・
徳
川

時
代
を
通
じ
「
大
坂
城
の
守
護
神
」
と
し

て
信
仰
を
集
め
た
玉
造
稲
荷
神
社
と
、
か

つ
て
境
内
に
「
御
霊
文
楽
座
」
が
あ
っ
た

御
霊
神
社
で
あ
る
。
生
粋
の
大
阪
人
で
あ

る
が
、
幼
少
の
頃
戦
災
を
避
け
る
た
め
伊

勢
に
疎
開
し
、
長
じ
て
文
楽
を
楽
し
む
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

玉
造
稲
荷
神
社 

 

玉
造
稲
荷
神
社
は
、
垂
仁
天
皇
一
八

（
紀
元
前
一
二
）
年
に
創
祀
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
、
当
時
は
比
売
社
と
称
さ
れ
て
い

た
。「
玉
造
」
の
社
名
は
鎮
座
地
の
地
名

に
よ
る
も
の
で
、
古
代
、
こ
の
一
帯
は
「
玉

造
崗
」
と
呼
ば
れ
、
勾
玉
な
ど
を
つ
く
る

玉
造
部
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
伝
承

が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
伊
勢
参
り
の
出

発
点
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
伊
勢
迄
歩
講

起
点
碑
」
が
境
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

     

   

 御
霊
（
ご
り
ょ
う
）
神
社 

  

御
霊
神
社
は
、
古
代
大
阪
湾
の
円
形
の

入
江
（
＝
圓
江
（
つ
ぶ
ら
え
）・
現
在
の

靭)

に
創
祀
さ
れ
た
圓
神
祀
（
つ
ぶ
ら
し

ん
し
）
で
、
八
百
年
代
後
半
の
創
建
と
さ

れ
る
。 

 

文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
、
圓
江
か
ら

現
在
地
（
中
央
区
淡
路
町
）
に
遷
座
し
、

寛
文
年
中
に
御
霊
神
社
と
改
称
さ
れ
た
。

船
場
言
葉
の
御
寮
人
（
ご
り
ょ
ん
さ
ん
）

と
語
呂
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
で
も

「
御
霊
さ
ん
」
や
「
御
霊
は
ん
」
と
親
し

み
を
も
っ
て
呼
ば
れ
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。 

明
治
十
七
年
か
ら
大
正
十
五
年
迄
、
人

形
浄
瑠
璃
「
御
霊
文
楽
座
」
が
境
内
に
所

在
し
た
。 

   

鵲
森
宮(

か
さ
さ
ぎ
も
り
の
み
や) 

鵲
森
宮
は
、
通
称
「
森
之
宮
神
社
」
と

も
呼
ば
れ
、
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
に
戦

勝
し
、
創
建
し
た
。 

推
古
天
皇
の
時
代
、
こ
の
辺
り
は
「
難

波
の
杜
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
鵲
が
こ

の
森
で
飼
わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
鵲
の
森
」

と
呼
ば
れ
、
や
が
て
「
鵲
森
宮
」
と
い
う

宮
の
名
と
な
り
、
略
し
て
「
森
之
宮
」
と 

           

 

   

 い
う
よ
う
に
な
り
、
周
辺
の
地
名
の
由
来

と
な
っ
た
。 

       

少
彦
名
（
す
く
な
ひ
こ
な
）
神
社 

 

少
彦
名
神
社
は
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）

年
、
道
修
町
の
薬
種
仲
間
で
組
織
す
る
伊

勢
講
が
薬
の
安
全
と
薬
業
の
繁
栄
を
願

う
た
め
、
京
都
五
條
天
神
宮
よ
り
少
彦
名

命
の
分
霊
を
道
修
町
に
あ
っ
た
仲
間
会

所
に
勧
進
し
、
以
前
か
ら
祀
っ
て
い
た
神

農
氏
を
合
祀
し
た
の
を
起
源
と
す
る
。 

       

大
阪
の
祭
り
の
一
年
は
、
今
宮
・
堀
川

両
戎
神
社
の
「
十
日
戎
」
で
始
ま
り
、
少

彦
名
神
社
の
「
神
農
祭
」
で
終
わ
る
。 

         

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

（生國魂神社お旅所跡） 


